
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

靡不有初、鮮克有終 

本日は２０２１年度の始業式です。本年度は新たに２８３名（８クラス）の新入生を迎えての新

学期がいよいよスタートしました。初々しい１年生と、クラス発表があったばかりの 2・3 年生が

それぞれに新たな気持ちで始業式を迎えました。 

さて、タイトルの漢文についてですが、これは中国最古の詩編とされる『詩経』という書物に出

てくる詩です。「初
はじ

め有
あ

らざる
る

こと靡
な

く 、克
よ

く終
お

わりあること鮮
すく

なし」と読み、意味は「初めがな

いことは無いが、完成した終わりは少ない」、つまり「物事を始めるのは簡単だけど、最後までや

り通すことはとても難しい」という意味です。「有終の美」という言葉のもとにもなった詩です。 

 今みなさんはやる気に満ちあふれていることだと思います。勉強を頑張ろう、部活動を頑張ろう、

そんな思いで新年度のスタートをきったのではないでしょうか。是非、今年度が終わるまで、その

気持ちを持ち続けてほしいな、と思います。 

 途中で悩んだりつまづくことがあるかもしれません。息切れしそうになることもあるかもしれま

せん。しかし、そんなときこそコツコツと努力を積み上げてください。継続は力なりです。努力を

積み上げた先に、素晴らしい終わりが待っているはずです。それこそが「有終の美です」。 

 みなさんがそれぞれの「有終の美」を飾ることができるよう、先生たちは全力でみなさんのこと

を応援します！ 

 

 

 

 バス通学者向けに以下の内容の話をしました。すべての利用者が気持ちよくバスを利用できる

よう、ご家庭でもご一読いただき、バスの利用マナー向上にご協力下さい。 

 

〇バスは公共交通機関です。杉中学校生徒の貸しきりではなく、一般の方も利用されます。バス

の車内では、大きな声で喋ったり、ふざけ合ったりすることのない様、みんなが気持ちよく乗

車できるように心がけましょう。 

〇バス停でバスを待っている時も同様に、他の乗客や通行人の迷惑にならないよう、一列に並ん

で静かにバスを待つようにしましょう。 

〇バス車内の優先座席は、お年寄りや体の不自由な方、妊娠されている方など、優先座席を必要

とされている方に譲りましょう。 

〇新型コロナウィルス感染防止の観点から、バス車内でもマスクを着用しましょう。 

○登校時は、始業時間に間に合うよう、また新型コロナウィルス感染防止の観点から３密を避け

るため、早めの時間のバスを利用するなど、時間に余裕を持ってバスに乗車しましょう。 

○交通状況や天候により、バスの到着が遅れることもありますが、バス停に到着したら、速やか

に学校へ登校し、教室もしくは職員室で先生にバスの遅延で遅刻した旨を伝えてください。 

○部活動後の下校時、バスを 1本逃すと、かなり帰宅時間が遅くなります。部活動の片づけを早

く済ますなど、時間に余裕をもって下校するようにしてください。 

 

 

 

 

１．杉中学校では携帯電話の持ち込み・使用を禁止しています。万一、校内や登下校中に使用してい

るところを見かけた場合は預かり、本人を指導の上、必ず保護者に返却させていただきます。 

２．家庭の事情でどうしても携帯電話を学校に持たせなければいけない場合は、携帯電話所持許可願

をご記入の上、担任までご提出お願いします。     

 ＊携帯電話所持許可願が必要なご家庭は、担任までご連絡ください。 

＊学校から家庭等への連絡のためには、申し出れば生徒本人も学校の電話を使用することができ

ます。 

３．有害サイトへアクセスしないことは勿論のこと、他人が傷つくような内容を送ったり書き込んだ

りしない等、ご家庭でも携帯電話を使用する上でのルールやマナーについて話し合ってください。 

４．裏サイトや出会い系サイトなど有害サイトや犯罪から子どもたちを守るためにも、携帯電話のフ

ィルタリングサービスをご利用下さい。有害サイトや掲示板等へのアクセスを基本的に防ぐこと

ができます。 

杉中学校 生徒指導通信  

木 進 
第１号 進木 【すぎ】・・・『杉』の語源。ぐんぐんと上に向かって、まっすぐに進む木の様子。 

『進木』と書いて、何と読むか。 
『進木』と書いて、「しんぼく」ではありません。 『進木』と書いて『すぎ』と読み、実はこ

れ、『杉』の語源なのです。 

杉の木は、まっすぐ上に伸びる木です。その様子から、「すくすく 滞りなく進む、勢いよく成

長するさま」を表す『すすぎ・すすき』という言葉が生まれ、そこから『進木』と書いて『すぎ』

と読むようになりました。 

私たちの学校名である、杉には、『まっすぐに進む、上に伸びる』という意味が込められていた

のです。 

生徒一人ひとりが、『すくすく、ぐんぐんと、上に向かって進んでいく木』である杉のように、

自分を成長させ伸びていってほしいという願いを込めて、『進木』と書いて『すぎ』と読んでほ

しいと思います。 
 

 

バス通学についての注意事項 

保護者の皆様へ ～携帯電話について～  

 


